
勘定科目の 5 グループ 

・資産―財産、権利など（＝お金そのもの、お金と同等の価値のあるもの） 

・負債―借入金など（＝将来お金などを支払わなければならないもの） 

・純資産―資産と負債の差額 

・費用―得たものの代金として支払うもの（＝水道光熱費、賃金・給料、〇〇代） 

・収益―収入などお金をもらうもの 

※すべての勘定科目は 5 種のいずれかに分類される。 

 

 

 

  



（問題） 

１ 商品 500 円を現金で売り上げた。 

 

 

 

 

 

  

 

２ 商品 400 円を掛け（売掛金）で売り上げた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 銀行から 1,000 円を借り入れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 商品を 200 円で仕入れ、現金で支払った。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 備品 800 円を現金で購入した。 

 


